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   岩手県立大学は、2019年5月、国連アカデミック・インパクトに加盟しました。 国連アカデミック・インパ
クト（UNAI) は、各大学が社会貢献を進めながら、国連と世界各国の高等教育機関の生活を連携させること
を目的としたプログラムです。岩手県立大学の各学部等では、UNAIに関連する様々な活動を行っていること
から、国連アカデミック・インパクトの10原則のうちの、次の４原則に参加しています。
____________________________________


• 原則6：人々の国際市民としての意識を高める

• 原則8：貧困問題に取り組む

• 原則9：持続可能性を推進する

• 原則10：異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く

(https://academicimpact.jp/about/about_principle/)


これらの４つの原則は、私たちの大学の建学の理念と合致しています。

概要

建学の理念

この理念に基づいて、本学の発展のために以下の5つの基本的な方向性を示しました。

1. 豊かな教養の修得と人間尊重の精神の涵養 


2. 学際的領域を重視した特色ある教育・研究 


3. 実学・実践重視の教育・研究 


4. 地域社会への貢献 


5. 国際社会への貢献

本学は、国連アカデミック・インパクトへの参加を通じて、より一層、全学をあげて大学のグローバル化や地域
社会の国際化の支援に取り組むとともに、地域における実践的な教育・研究を通じて、今後とも貧困問題への取
組や持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

｢自然｣、｢科学｣、｢人間｣が調和した新たな時代を創造するこ
とを願い、人間性豊かな社会の形成に寄与する、深い知性と
豊かな感性を備え、高度な専門性を身につけた自律的な人間
を育成する大学を目指します。
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2020年度（2020年4月から2021年3月）に実施されたアカデミック・インパクト活動に関する実施記録です。各報告
のタイトルは以下の通りです。
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